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土橋善裕

今月の読み物

　今回は深川ウッドフェスで体験会と大会を行った競技、木を使ったレクリェーションニュースポーツ

KUBB（クッブ）の紹介です。

　クッブはスウェーデン発祥の薪投げ戦略ゲームです。諸説ありますが、バイキングが遊んでいたゲー

ムが始まりといわれています。

　参加人数は 1人対 1人の 2人から、6人対 6人の12人まで多人数で同時に遊ぶことができます。

　ルールはとても簡単。30㎝45Φの丸棒「カストピンナ」を投げて、相手チームの兵士となる小さな角

材「クッブ」をすべて倒したのちにコート真ん中にある大きな角材「キング」を倒したほうが勝ちです。

　棒の投げ方は縦投げのアンダースロー限定なので、筋力や反射神経に依存しません。小学校高学年か

らご高齢の方まで同じ条件で戦うことができます。

　コートの広さは縦 8メートル、横 5メートルとかなり広めです。真ん中にラインを引き、センターに

9センチ角の角材「キング」を置きます。

　自分のコートの端に 5つのクッブを置きます。最初に置かれるクッブを「ベースクッブ」といいます。

　先攻後攻を決めて 6本の丸棒を投げ、すべて投げ終わったらターンチェンジです。

　自分のクッブが相手に倒された場合、それを相手のコートに投げ返します。投げられた相手は短辺の

どちらかでクッブを立てます。フィールド内に投げ入れられたクッブを「フィールドクッブ」といいます。

　後攻は、投げ入れたフィールドクッブをすべて倒すまでベースクッブを倒すことができません。

　なお、6投しても相手のフィールドクッブが倒せなかった場合、相手はそのフィールドクッブの位置

から攻撃ができます。

　これを繰り返し、相手のクッブをすべて倒したのちにキングを倒したチームの勝利です。ちなみに、
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ゲーム中に誤ってキングを倒してしまうとその時点で敗北となります。

　なかなか勝負が決まらないので、試合時間をあらかじめ決めておきます。公式大会だと30分です。

　時間制の場合、アラーム後に後攻の攻撃が終わった時点で、クッブの多い方が勝ちとなります。クッ

ブ数が同じ場合はベースクッブが多い方の勝ちです。

　クッブは「ハイタッチスポーツ」と言われています。当てたらチーム全員とハイタッチ！これがルール

です。

　初めて会った人どうしのチームでも 1ゲーム終わると仲良くなれる。クッブにはそんな人と人の距離

を縮めてくれる魅力があります。

　なにより「木でなければならない」というのがポイントです。

　木材をレクリェーションという視点で楽しむことができる。ニュースポーツ「KUBB（クッブ）」

　クッブの輪が広がっていけば木に対する啓蒙活動の一つになるのではないかと考えています。

クッブ大会風景
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　3月31日、日曜日。深川公園のウッドフェスを覗いてきました。寒かった土曜日に比べ天気も良く、

沢山の家族連れで大賑わい。企画はバラエティに富み、それぞれ楽しめるものになっていると感じまし

た。長谷川理事をはじめ、実行に携わった方々の努力に敬意を表し、当日の案内チラシを転載します。願

わくば来年以降も続けて頂けますように。

記：伊藤
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